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X05b ALMA Reveals an Extremely Compact Submillimeter Galaxy in the Early Universe
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遠方宇宙には爆発的に星形成を行なっている銀河 (サブミリ波銀河：SMG) が存在する。その中でも特に活発
に星形成を行うものは 1000 M⊙/yrを超える星形成率を示し、近傍宇宙の星形成銀河の性質とは大きく異なる。
SMGの性質について理解を深めることは、衝突合体や宇宙の大規模構造に沿った質量降着など、銀河がどのよう
にして質量を獲得し成長していくのか、銀河の形成・進化を理解する上で重要である。しかし、星形成のプロセ
スや空間分布の詳細については、ALMAでようやくその描像が明らかになりつつあるが、まだ未解決問題として
残っている。この問題を解決するためには、SMGを非常に高い分解能で観測し細部を研究する必要がある。
　本研究では、COSMOS領域に存在する SMG AzTEC8について、ALMAを用いて <0.05”という高解像度で
ダストの観測を行い、AzTEC8の空間構造を解明することを目的とした。その結果、星形成を行っている領域は
数百 pcと非常にコンパクトであり、銀河の中央付近には複数のクランプが存在することがわかった。また、各ク
ランプではMaximum Starburst (～1000 M⊙yr

−1kpc−2) に近いスピードで星形成が行われていることもわかっ
た。本講演では、これらの一連の結果について報告する。


